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会　長　　 松　本　克　己

平成５年度第２回常任委員会

日　時: 平成５年９月11 日（土）午後１時半 ～５時半

場　 所: 三省堂出版局

出席者: 松本克己（ 会長），角田太作（事務局艮），井出洋子，荻野綱男，崎山

理，長嶋善郎，仁田義雄

オブザーバー: 上野善道（会計監査委員），柴谷方良（編集委員長）

議　事

（１） 第107 回大会（平成５年度秋季大会）について

講演者・研究発表者などの大会の詳細を決め，プロ グラムを決定した･

（２） 第108 回大会（平成６年度春季大会）について

横浜国立大学で６月11 ～12 日に.開催する予定である．

（３） 言語学会事務局の移転について

会長・事務局長から経緯の説明があ り，現在学会事務センターに委託して

いる業務と三省堂の事務局で行なっている業務をあわせて京都の中西印刷に

委託する方向で検討することにした．

事務局移転については，移転に伴う睚眥も必要とな り，学会の財政難を招

く恐れがあるため，学会役員から１０１万円の寄付をお願いする案が検討さ

れた．

（４） その 他

〈あ〉 次期の選挙について

日程・手順について検討した．また，10 月の委員会で会則の一 部改訂を ほ

なった上で，選挙にともなって作成される会員名簿の末尾に，新しい事務手

続き案内を載せることにした．
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〈い〉11 月15 日から18 日に行なわれるアジア学術会議に対して，日本言語学

会が後援することになった.

〈う〉11 月27 日から28 日に行なわれる津田日本語教育センター主催の日本語

シソポジウムに対して，日本言語学会が後援することにたった

平成５年度第２回委員会

Ｂ　時: 平成５年10 月23 日（土）午前10 時 ～ 午後１時

場　所: 愛媛大学法文学部本館８階大会議室

出席者: 松本克己（ 会長）． 池トー良， 村崎恭子，井出祥子，荻野綱男厂角田

太作，長嶋善郎，湯川恭敏，近藤 達夫，崎山　 理，佐藤昭裕，庄垣内

正弘，西光義弘，藪　司郎，吉田和彦，竹内和夫，樋口康一，早田輝

洋，縄田鉄男（以上19 名）

委任状:45 名

識事に先立って，会畏から河野六郎氏が文化功労者として顕彰されたこと

が紹介された． また大会運営委員長樋口康一氏から挨拶があった，

議　 事

（１） 会長から第２回常任委員会について報告があった．

（２） 第108 回大会については，平成６年６月11 日（土）から12 日（日）に

横浜国立大学で行われること（大会運営委員長　 鈴木重幸氏）が決定された．

（３） 次期役員選挙の手順・日程について会長から説明があり，承認された．

（ ４） 日本学術会議第16 期会員候補者と推薦人の選出については，12 月ころ

全委員による郵便投栗が行なわれる予定である．

（５） 事務局の移転について，会長からこれまでに行なってきた検討の経韓 が

報告され, 1994 年４月から京都の中西印刷に事務を委託することが決定され

た．中西印刷では，今まで三省堂の事務局で行なって きたことに加えて，学

会事務センターに委託してきた全部の業務を行な う予定である．これにとも

なって，会則第１章総則第４条の事務局設置場所の規定などの一部改訂が提

案され，可決された．

新しい会則と事務手続き案内は，12月に全会員に送られる会員名簿の裏に
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印刷される．

（ ６） 事務局長から，言語学会宛に送られてくる寄贈図書頬について，単行本

は書評に回すが，紀要類は新しい事務局で整理で きないため受理を断わらざ

るを得ない旨説明があ り，承認された．

（ ７） 会長から，事務局移転にともない予算に計上されていない 支出が見込ま

れ，学会の財政難が予想されるので，その援助のために各委員から１０１万

円の寄付を募りたいとい う提案があり，承認された.12 月の学術会識関連の

郵便投票時に振替用紙が同封される予定である．

（８） 会長から，危吸に瀕した言語の情報データセンターを東大に設置してほ

しい旨，東大総長宛に依頼状を出した とい う報告があり，また池上二良委員

の提案を受け て，言語学会としてもこ０問題に積極的に取 り組むための検討

委員会を設置することを 決定した．委員長の人選は会長に一任された．

（９） 会長から, 1993 年11 月15 日（月） から:L8日（木）に行われるアジア

学術会識に.対して日本言語学会として後援することが報告され，承認された，

（10） 会長から, 1993 年11 月27 日（土）28 日（日） に行われる津田日本語

教育センター主催第６回日本語シソボジウムに対して日本言語学会として後

援することが報告され，承認された．
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第107 回大会

期　日　　1993年10 月23 日（土）～24 日（日）

会 場　 愛媛大学

第１日 （10月23 日）

開会の辞　　　午後１時30 分より

シンポジウム　膠着言語 一言語における膠着性をめぐって

司会 ．バンツー躊躇　　　梶　茂樹（東京外国語大ＡＡ研）

日本語と朝鮮語　　　　　塚本秀樹（愛媛大学）

アルタイ諸語　　　　　　樋口康一（愛媛大学）

ウラル諧語　　　　　　　岸田泰浩（京都大学）

ドラヴィダ諸語　　　　　家本太郎（京都大学）

会員懇親会　　午後５時30 分 ～７時30 分

第２日 （10 月24 日）

研究発表　　　午前10 時 ～12 時20 分

・ Ａ 会 場

（AI ）10: 00～　イソドのlingｕ frａｎｃａ に関する一考察　 榎木園鉄也

－ アンドラ・プラデーシＪ 化　ハイダラバードに

おける英語とヒンディ一語についてｰ

（A2 ）10: 30～　カナダ日系２世の英語における音韻ヴァリ　日比谷潤子

エーション　　　　　　　　　　　　　　　　遠藤眞理子

（A3 ）11: 20～　日，中，英の敬語頬型と普遍理論　　　　　 井 出 祥 子

彭　 国 躍

（A4 ）11: 50～　日本語と韓国語の近隣における聞き手敬語　荻 野 綱 男

の対照研究　　　　　　　　　　　　　　　金　 東 俊

梅 田 博 之

謠　 聖 淑

慮　 顕 松

・ Ｂ 会 場

CB  1) 10: 00～　否定辞繰り上げ文のfuzzy logic による考祭　三 田　 薫
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（B2 ）10: 30～　遂行文と遂行動詞

（B3 ） ｎ: 20～　日英語の袋小路文処理について

杉浦滋子

時本真吾

（B4 ）11; 50 ～　述語の再帰標示 と日本語における局所的束　 中 村 裕 昭

縛領域について

・ Ｃ 会 場　　　　　　　　　　　　　　 ，

（C1 ）10: 00 ～　 エスト＝ア語の名詞句における共格修飾語　 坂本真由美

の位置について

（C2 ）10: 30 ～　 フィジー語ワイレブ方言の動詞修飾小辞sa　 菊 澤 律 子

の意味

（C3 ）11: 20 ～　 ネワール語のsplit-ergativityを支配する　 梅 田 礼 子

要素

（C4 ）11: 50 ～ 「－と思う」と発話者の態度示唆 － フラ　池　 貞 姫

ソス語および朝鮮語との対照的観点から一

研究発表　　　 午後１時20 分 ～４時10 分

・ Ａ 会 場

（A5 ）　1: 20～　 依頼の丁寧度と文末音調:　日英比較　　　　 吉 村 雅 仁

後藤美知子

（A6 ）　1: 50～ 「今日は雨が降ります」と「 今日 は兩 が降　 荻 野 綱 男

りません」の二つの発話について「 今日は

兩が降りま」まで聞いてどちらであ るかが

推定可能なことを証明し，二つの発話の差

異がアクセントによるもり でなくイソトネ

ーションの違いによるものであることと，

普通の日本語話者がこのようなイ ントネー

ショソに関して無意識であることを示し，

そのようなイントネーションがどのよりな

ものである.かを発話のピ ッチの抽出によっ

て明らかにする実験音声学的研究

（A7 ）　2: 40～　Coronal Underspecification ａｎｄ Ｄｏrsal　兩 條 健 助



(A8)

彙　　　　　 報

spreading

3: 10～　岩手方言における遮母音アウ・ オウの融合

現 象と要因　一 融合パターソが異なる２

方言の分析をとおしてｰ

（A9 ）　3: 40～

・ Ｂ 会 場

（B5 ）　1: 20～

依存音韻諭からみた音韻習得
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齊 藤 孝 滋

上 田　 功

高 木 一 広エピソード記憶意味論に基づく「た」の統

一的分析

（B6 ）1: 50 ～　 失語症患者の炭出文における不適切な頂に

関する一考察

（B7 ）　2: 40～　 語彙的意味に基づ く結束哇について

（B8 ）　3: 10～　「が」と「の」の問題

（B9 ）　3: 40～　時間表現F 一ウチュ／一ウチ・ヽ 」と「 モウ

ノ ー７ダ」

･ヽ Ｃ 会 場

（C5 ）　1: 20～

(C6)

(C  7)

(C8)

(C9)

閉会の辞

1: 50～

3: 10～

2: 40～

3: 40～

井 原浩子

藤田郁代

庵　 功雄

吉 村紀子

山崎和夫

アラビア語の同化にかかおる強勢音に.つい　 桑 本 裕 二

て

７タセソトから見た音節

前古典捐モンゴル文語における正書法上の

一特徴

嚠鮮語における音節化: 借用語からの証拠

ｐマソス語煩型論のために

湯川恭敏

栗林　均

平野日出征

下 宮 忠 雄
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◇　 受贈図書リスト（平成５年５月１日 ～10 月31 日）

英米文学と言語　 第二期　 第二号　　　　　　　 （ビビュ･=･ス研究 会　1993）

音声科学研究　XXVI　　　　　　　 （京都大学音声科学総合研究部会　1992）

計量国語学　19 巻１号，２号　　　　　　　　　　　　 （計量国語学会　1993)

研究紀要　第14 巻　 第１号　　　　　　　　　　　 （鹿児島女子大学　1993）

研究報告集　14　　　　　　　　　　　　　　　　　 （国立国語研究所　1993 ）

言語学研究　 第j.1号　　　　　　　　　　　 （京都大学言語学研究会　1992）

言語文化研究　19　　 （大阪大学言語文化部・大学院旨語文化研究科　1993)

言語文化研究　 第11 号

（東京外国語大学大学院　外岡語学研究科言語・文化研究会　1993）

言語諳を問 り（荒木直樹著）　　　　　　　　　　　　　 （近代文芸社　1993 ）

言文だより　Ｎ０.10　 （大阪大学言語文化部・大学院言語文化研究科　1993)

国語学　173, 174　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （国語学会　1993 ）

国韶学研究　32　　　　　　 （東北大学文学部『国語学研究』刊行会　1993 ）

国語表現研究　６　　　　　　　　　　　　　　　　　（同語表現研ヽ究会　1993)

国際化するｎ木語　話し言薬の科学 と音声教育

（第７回「大学と科学亅 公聞 シンポジウム組織委員会韜」

（ グバプp　1993 ）

国立国語研究所年報　 平成３年度　砧　　　　　　 （国立国語研究所　1992)

作釿学院大学紀要　 第３号　　　　　　　　 （作新学院大学経営学部　1993 ）

ザｙを上納した人達　一 雨琉球新城方言の音声とグラバー

（久野フ リ子，久野畆 大野眞男，杉付孝夫煢）付，ｃＤ１枚

（同学院大学日木文化研究所　1993)

史苑　第53 巻　第２号　　　　　　　　　　　　　 （立教大学史学会　1993）

視点と主観性　一 円英語助動詞の分析- （添田治美著）

（ひつじ書房　1993)

宗教研究　296　 第67 巻　第１輯　　　　　　　　　 （日木宗教学会　1993）

上智大学言語学会会報　７　　　　　　　　　　 （上智大学言語学会　1992)
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人文科学科紀要　 第97 緝　XXVI

（東京 大学　 教養学部人文科学科国文学・漢文学研究室　1993)

体験話法（自由間接話法）文献一覧　- わが国における

・　体験話法研究- （保:坂宗重，鈴木康志著）　　 １（茨城大学教養部　1993)

だぬるをたぬる　一 萬葉集のタナ・ ダご考- （矢野茂忿）

（矢野茂　1993)

調査報告集　14　　　　　　　　 （国立民族学陣物館　情報管理施設　1993 ）

朝鮮学報　第百四十七緝，百四十八輯　　　　　　　　　 （朝鮮学会　1993)

通信　第78 号　　 （東京外国語大学７ジフ・ アフリカ言語文化研究所　1993 ）

東京外国語大学論集　 第45 号-1992　 第46 号-1993

（東京外国語大学　1992 ～93）

東方学　第八十六輯　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （東方学会　1993)

東方学会報　Ｎｏ- 64　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （東方学 会　1993)

東洋学報　 第74 を　 第３－４号　　　　　　　　　　　　　 （東洋文庫　1993 ）

都大論究　 第30 号　　　　　　　　　　 （東京都立大学国語国文学会　1993)

日本学術会議月報　 第34 巻４月 ～９月 号　（日本学術会議広報委員会　1993)

日本語教育通信　第15 号，16 号　 （国際交流基金日本語国際セソター　1993）

日本語研究　 第12 号-1991　 第13 号一1992

（東京都立大学国語学研究室　1991～92）

函館英文学　XXXII　　　　　　　　　　　　　　 （函館英語英文学会　1993）

文学研究　 第 卯 輯　　　　　　　　　　　　　　　 （九州大学文学部　1993)

みんぱく　５月 ～10 月号　　　　　　　　　　　 （国立民族学博物館　1993)

山形女子短期大学紀要　第25 集　　　　　　　　 （山形女子短期大学　1993 ）

山口国文　 第16 号　　　　　　　　 （山口大学人文学部国語国文学会　1993)

山口女子大学文学部紀要　 第２号　　　　　　　　　 （山口女子大学　1992 ）

山口大学独仏文学　 第15 号　　　　　　　 （山口大学独仏文学研究会　1993）

・－カギール語文法概説（遠藤史著） （北海道大学文学部言語学研究室　1993）

立命館　言語文化研究　４巻５兮，Ｇ号

（立命館大学国際言語文化研究所　1993）
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Acta Asiatica 65　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 東方学 会　1993)

ＢｅｃＴ㈲Ｋ ＣａｎＫＴ-ｎｅＴｅ図yp ｒcKoｒo ｙＨ冊ｅｐｃｒrｅＴａ ４-1992 1 ， 2-1993

(113μTeJIbCTBO Ｃ. ―TleTepGyprcKoro ｙ町iaepcHTeTa 1992 ～93)

Bulletin Ｎ０. 139， 140　　( Ｔｈｅ Linguistic Society ｏｆ Ａｍｅｒica 1993)

Bulletin　Vol.  LVL　Part 2

(Ｔｈｅ School ｏｆ Oriental ａｎｄ Ａｆrｉｃａｎ Studies　1993)

Ｌａｎｇｕａｇｅ Ｖｏｌ･ 69 N0.1

(Ｔｈｅ Ｌｉｎｇｕistic Society ・f America 1993)

Lexicon　 Ｎ０， 23　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C 岩崎研究 会　1993)

Litteratura　14　　　　　　　　　　　( 名古 趾工業 大学外国語教 室　1993)

The Ｐｅtｅrｓｂｕｒｇ Journal ｏｆ Ｃｕlttlｒａｌ Ｓtｕdieｓ　Vol. Ｉ　No. l

(Biz ｏｅｓ-Ｎａｕka･Ｐroiｚｖodｓtｖo　1993)

Pyccnafl JIirrepaTypa 3 ，4

(Ｒａyｘａ，G. －neTep6ypr ｃＫｏｅ ｏｌ･μXeHRe　1992)

ＰyｃｃＫ哺, 旺３ｂｌＫ Ｂ ⅢKO-ie ３ ・ ４， 5 ・ 6-1992 1 ， 2-1993

(Moclaa　1992 ～93)

Slovo ａ Slovesnost　Lm　4

(こｅskoｓloｖｅrlｓｋｌ Akademie Oriental ℡stitute  tsav　1992)

Symposion　8　　　　　　　　　　　　　( ド イツ語学文学 研究 会　1993)



彙　　　　 靜

学会事務局の移転について

189

日本言語学会の事務運営は，1985 年国広哲弥 会長の時期以来，学会事務局を三

省堂出版局内に置き，会費納入，会誌・プログラムの発送などの会員業務を日本

学会事務センターに委託して行ってきましだヽ．しかし，三省堂出版局の都合によ

り， 現執行部の任期満了に当たる1994 年３月末をヽもって学会事務局を移転 せ ざ

るを得たくな りました． モのため1993 年春の委員会で事務局対策委員 会を設 置

して種々対策を講じてきまーしたが，最終的に.，中西印刷株式 会社（京都市上京区

下立売通小川東入） と交渉○結果，1994 年４月から学会事物局を同社に移す と

い う案がまとまり, 1993 年秋の委員会で，それに伴 う一部会則の変更も含めて，

この最終案が了承可決されました．

学会事務局が中西印刷に置かれるのに.伴い，従来の事務局の仕事だけでなく，

これまで学会事務センターに委託していた会員業務，お よび学会機関誌r 言語研

究』の印刷刊行も一括して同社に.委託することに.なり室した．学会の窓口が一木

化されるため．学会の事務手続きもこれまでとは大きく変わることが予測されま

す．新しい事務手続き案内についての詳細は，いずれ別の形で全会員にご連絡す

る予定です．

これまで学会の事務運営は，上記三省堂出版局お よび日本学会事務セ ンターの

ほかに，困難な 『言語研究』の 組版・印刷は2D 余年にわたり， 近藤印刷株式 会

社に，『言語研究』のバ ヅクナソバーの保管および販売は三省堂外書部に委託し

てきました．学会の運営がこれまで円滑に行われてきたの乱 ひとえにこれら関

係各社の膃かい ご支援とご協力のたまものにほかな りません，とりわけ，三省堂

出版局の高橋昭氏等には事務局の設置についてなみなみならぬご尺力をいただい

ただけでな く，常任委員 会や編集委員会の開催についてのご配慮や，『言語研究』

の編集作業に関しても格別のご援助をいただきました， 亶丸 学会事務局のもっ

とも中心的な業務は，学 会事務員入貝美恵子さんのすぐれた事務処理力と献身的

なご協力に よって支えられてきました．

今回の事務局の移転に当た り，これまで学会の運営を險で支えてくださった関
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限各位りごぽ意とご尽力に対して，ここに記して，言語学会一同，心から深く感

謝の意を表明する次第です，

1994年４月１日以降の学会事務局に対する連絡は,以下のところにお願いしま

す．

〒602　 京都市上京区下立売通小川東入　中西印刷株式会社内

日本言語学会事務局

電話　075-441-3159　　FAX　075-441-3159

◇　 本学会評議員　 河野六郎氏は，平成５年度の文化功労者として顕彰されまし

た，また，本学会委員　 北村　 甫氏は，平成５年度秋の叙勲に.おいて，勲三等旭

日中綬賞を受賞されました，本学会として，心よりお祝い申し上げ ます，

◇　 本誌は，文部省平成５ 年度科学研究費補助金（研究成果公閹促進費）の交付

を得て刊行されたものであろ．
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